V必要書類
・例外給付申請書
・居宅サービス計画書①写し
・居宅サービス計画書②写し
・サービス利用票写し
・サービス利用票別表写し
・サービス担当者会議の要点写し
上記6種の書類
必要書類
・例外給付申請書
・居宅サービス計画書①写し
・居宅サービス計画書②写し
・サービス利用票写し
・サービス利用票別表写し
・サービス担当者会議録写し
・別表2①～③のいずれか1種
上記7種の書類
はい
はい
適切なアセスメントの上、福祉用具貸与を計画に位置づけてください
はい
別表1対象外種目
1. 車いす及び車いす付属品
2. 特殊寝台及び特殊寝台付属品
3. 床ずれ防止用具及び体位変換器
4. 認知症老人徘徊感知機器
5. 移動用リフト（つり具の部分を除く）
6. 自動排泄処置装置

・上記Ⅰに関しては別表1の判断方法の例外的に認められる場合に該当する者、Ⅱに関しては移動支援や生活環境から必要な場合に該当する者、Ⅲに関しては医学的な所見から必要な場合に該当する者です。
・軽度者（カの場合は要介護3以下）でアとオの福祉用具貸与を希望する者についてはⅠ、Ⅱ、Ⅲのいずれか、その他イ、ウ、エ、カの福祉用具貸与を希望する者についてはⅠまたはⅡのどちらかで必要な状態に応じて必要書類を提出してください。
当市で内容を確認し、検討のうえ担当者に貸与の可否を連絡します
長寿介護課又は地域包括ケア推進課に提出してください
はい
必要書類
　例外給付申請書のみ
別表1対象種目　カの福祉用具の貸与を希望
別表1対象種目　ア～オの福祉用具の貸与を希望
別表１対象種目　ア～カ以外の福祉用具貸与を希望
Ⅲ　例外給付　認定申請書ⅰ）～ⅲ）の場合に該当する者である
Ⅱ　「日常生活範囲における移動支援が特に必要と　　　　　　　　　　　　　　認められアの貸与をする者」又は「生活環境において段差の解消が必要と認められ、オの貸与をする者」である
希望とする福祉用具の貸与は不可である
いいえ
貸与を希望する対象種目はア又はオである
いいえ
はい
いいえ
いいえ
いいえ
はい
いいえ
はい
はい
はい
利用者は要介護3以下である
利用者は軽度者（要支援1・2、要介護1）である
Ⅰ　基本調査が別表1の判断方法の例外的に認められる場合に該当する者である
軽度者に対する福祉用具貸与　算定フローチャート

